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論 文 内 容 の 要 旨 
 
1. 研究目的とその内容 







and Out in Paris and London, 1933）に、ビルマでの体験はイギリス帝国主義政策の行き詰まりを描いた
最初の長編小説『ビルマの日々』（Burmese Days, 1934）に結実した。また、困窮した労働者階級への
取材はルポルタージュ『ウィガン波止場への道』（The Road to Wigan Pier, 1937）に、スペイン内乱で
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A・リー（Robert A. Lee）は、『オーウェルの小説』（Orwell’s Fiction, 1969）において、オーウェルの小
説が、ルポルタージュやエッセイなどのノンフィクションの引き立て役になっていると指摘し、主要
な小説にあらわれた象徴、視点、隠喩などの技巧に焦点を絞って緻密な考察をおこなった。ジェフリ
ー・メイヤーズ（Jeffrey Meyers）の『オーウェル入門』（A Reader’s Guide to George Orwell, 1977）は、
初期小説の『ビルマの日々』と『空気を求めて』を取り上げ、作品に密着した鋭い分析が随所にみら
れる示唆的な論考である。リネット・ハンター（Lynette Hunter）の『ジョージ・オーウェル─声を求
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ほとりにある故郷ロウワー・ビンフィールド（Lower Binfield）を 20 年ぶりに再訪する物語である。
この作品では、オーウェルには珍しく一人称の語りが採用されており、ボウリングの意識の流れが描
かれている。彼の意識の中で、現在、過去、未来が交差する。過去は、平和で緑豊かな自然が存在し
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3. 結論 
















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文の目的は、ジョージ・オーウェル（George Orwell, 1903-50）の小説に頻繁にあらわれる動物
の比喩表現と味覚、嗅覚、視覚などの感覚描写を分析し、その多義的な機能を探ることによって、彼
の豊穣な文学世界構築を可能にした文学手法を解明することである。 









  第 3 章では、『動物農場』（Animal Farm, 1945）を取り上げ、動物の嗅覚、味覚、聴覚などの五感に
まつわる描写に焦点を当て、五感の多義的な意味を考察している。独裁者の豚が嗅覚を武器にして豚
以外の動物を支配していく一方、豚以外の動物の嗅覚、味覚などの感覚機能が麻痺し、豚に隷属して
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いく過程を対比的に分析している部分は、示唆的である。 
 第 4 章では、『一九八四年』（Nineteen Eighty-Four, 1949）を扱っている。この作品に頻出するジン、
コーヒー、ワイン、チョコレートなどの嗜好品の担う役割を検証し、さらに嗜好品を描く際に用いら
れている味覚、嗅覚、視覚、触覚などの感覚描写の意義を小説全体のテーマと絡めて分析している。
全体主義体制が個人を感覚レベルで制約し閉塞状況に追い込んでいく様子を、感覚にまつわる日常的
で些細な事物によって、浮き彫りにしている、という指摘は説得力がある。 
 以上、本論文は、これまで包括的には考察されることのなかった動物描写と感覚描写に丁寧な分析
を施し、それを通して、これらの描写がオーウェル作品の多様なテーマをより際立たせる役割を担っ
ていることを明らかにした。ただし、序論や結論の論述に不十分な点が散見し、個々の論証において
もときに緻密さを欠き、恣意的になりがちである点は惜しまれる。また、注の付け方にも工夫が必要
である点も指摘された。しかしながら、丹念に先行研究にあたった上で、オーウェルの重層的な文学
手法を解明しようとした本論文は、オーウェル研究に資するものであり、意義あるものと言える。 
本論文の研究成果は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
ことを示すものである。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。 
